
あけましておめでとうございます。皆様にはご清
祥のこととお喜び申し上げます。また、常日頃から
同窓会の活動にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し
上げます。

多くの皆様からご協力を頂いた「ふすま同窓会百
年記念祭」は、予期せぬコロナ禍のため令和２年・
３年の２か年に亙り事業を展開せざるを得ませんで
した。２年には「ふすま同窓会百年の碑」と「ふす
まリフレッシュルーム」の開設等を行った外、東京
ふすま会の編集による「寮歌祭ビデオのＤＶＤ化」
も行いました。３年を迎えてもコロナの猛威は終息
せず、文翔館での「100年の歩み展」は行いました
が、山大博物館での企画展は大学施設内立ち入り禁
止により開催出来ず、10月30日の記念祭についても
式典のみの開催となりました。

講演会や久し振りの再会を楽しみにしていた全国

の皆様には申し訳なくお詫び申し上げます。寄付を
された方々へは参加記念品の記念誌「ふすま同窓会
百年誌・写真誌」と式典の様子等を収録したDVD 
を御礼としてお送りいたしました。ありがとうござ
いました。心より感謝申し上げます。DVDは、５
年を超える準備をして臨んでくれた実行委員会の皆
さんの想いが感じられます。是非ご覧になって頂き
たいと思います。

ふすま同窓会は、今後とも会員相互の連携と親睦
を進め同窓生後輩学生の拠り所を目指し、更なる支
部活動の活性化に努め後輩学生への支援を通じて母
校山形大学の発展に寄与してまいります。３年後の
「105年祭」、毎年の「ふすまの日ふすまの夕べ」
に参加し絆を深めましょう。

会員の皆様のご健勝と今年こそコロナが終息し良
い年になりますよう祈念しご挨拶と致します。

この通信は、年会費及び終身会費を納入されている会員を中心にお届けします。

ふすま通信

ふすま同窓会会長　野 村 一 芳
（人文１回）

第　11　号

令和４年１月１日

ふ す ま 同 窓 会

ふすま同窓会百年記念祭を終えて

実行委員会メンバー実行委員会メンバー

―　日時変更　―
令和４年度ふすま同窓会総会

日時：令和４年５月 21 日（土）　午後４時
場所：ホテルメトロポリタン山形

御　礼
コロナ禍ではありましたが、百年記念祭事業を無事挙行
できました。式典に参加された方々、協賛金を寄せられ
た皆様に厚く御礼申し上げます。

百年記念祭実行委員会
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百 年 記 念 祭 を 終 え て
ふすま同窓会百年記念祭実行委員長　髙橋　節（人文２回）

　旧制山高創設（大正９（1920）年）から100年
の節目となる令和２年（10月）の開催を予定し
た「ふすま同窓会百年記念祭」は、コロナウイ
ルスの感染拡大が止まない中で１年延期させて
いただき、この間、全国各地より多くの会員が
参加できる安全で安心な環境下での開催を模索
してまいりました。
　しかし、数次にわたり感染拡大が繰り返され
るなど、一向にその終息が見られない中で、参
加範囲及び会場等のリスク管理を徹底し、昨年
10月30日（土）に開催いたしました。
　事業計画に掲げた「記念講演会」及び「記念祝
賀会」を中止とし、参加者を山形県内居住会員
に限定した「記念式典」の実施となりました。
　実行委員会を立ち上げ３年余り、様々な事業

を企画し、旧友との再会、久しぶりの語らいの
場の設定等を検討してまいりましたが、実現に
至りませんでした。心待ちにしていた多くの会
員の皆様に心よりお詫び申し上げ、ご理解いた
だきたいと思います。
　一方で、百年記念事業として、小白川キャン
パス内に「ふすま同窓会百年の碑」を建立した
ほか、学生生活支援施設「ふすまリフレッシュ
ルーム」の整備等を進めることができました。
　こうした事業は、1,100名を超える会員から
の醵金等により支えられたものであり、改めて
感謝申しあげます。
　以下、事業概略写真を掲載しますが、詳細に
ついては、「ふすま同窓会報（第70号）」（2022
年７月発行予定）によりご報告いたします。

【ふすま同窓会百年記念式典等 写真速報】百年記念祭①

式典会場：４F「霞城」

会場：ホテルメトロポリタン山形

令和3年10月30日（土）に開催されたふすま同窓会百年記念祭式典の概要をお知らせします。
なお、詳報は本年7月発行予定の「会報70号」に掲載の予定です。
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【式次第①】百年記念祭②

祝舞「高砂」：
観世流梅若　髙橋栄子師

開式の辞
実行委員長：髙橋　節（人文２回）

来賓祝辞：玉手英利学長 来賓祝辞：吉村美栄子山形県知事 来賓祝辞：佐藤孝弘山形市長

式辞
同窓会長：野村一芳（人文１回）

司会者
尾崎秀真（人文10回）

功労者感謝状贈呈：坂部印刷株式会社
　　　　　　　　　代表取締役　坂部　登 様
同 窓 会 各 支 部：代表 　戸石山形副支部長
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【式次第②】百年記念祭③

記念論文受賞者
館林　徹氏（現理学部4年）

閉式の辞
同窓会副会長：遠藤直幸（理１回）

祝　舞：山形舞子　三番叟ほか

散会後　見送り風景

ティーデマン・ふすま賞受賞者
豊田龍平氏（現大学職員）、椎野浩也氏（現山大大学院1年）

万歳三唱
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【各種記念事業】百年記念祭④

白樺の記念植樹（一例）：ふすまの碑前
他に、山寺、理学部中庭、同窓会館庭にも

寮歌祭DVD作成
東京ふすま会

ふすまリフレッシュルームの開所式
2020.10.24

ふすま百年の碑建碑式
喜びを分かち合う参加者　2020.10.24

資料展：文翔館（旧山形県庁舎）2021.10.20～24開催
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　昨年のティーデマン碑供養祭は９月11日
（土）に行われた。コロナ感染症の蔓延のため、
一昨年に続き、例年開催していた山形支部と仙
台支部との交流芋煮会は中止となり、事務局関
係者だけでティーデマン碑供養祭を実施するこ
とになった。私は、野村会長、松田・戸石両副
会長と共に事務局長の阿部さんの車に同乗し、
山寺に向かった。山寺の通りを歩く人もなく閑
散としていた。参加者は７名と少なく寂しい供
養祭となった。コロナ感染症も治まり、これま
でのように実施されることを願っている。

　ところで、平成30年に
植樹したシラカバの木が
残念ながら枯れてしまっ
たので、昨年３月に新た
に植樹をした。当初植え
られたシラカバは空洞が
あり、いつ枯れるかわか
らない状態なので、無事
ここに根付き成長するこ
とを期待したい。

ティーデマン碑供養祭
太田　裕士（理１回）

【記念品・引き出物類】百年記念祭⑤

専用箱入り
・百年記念誌：B5判、333ページ
・写　真　誌：同上、　183ページ
※式典出席者、同予約欠席者、資料提供者、
　高額寄付者等に配布。
　なお、希望の方には有料にてお分けします。
　同窓会事務局までご連絡ください。

左記記念誌・写真誌のほか、
桐製文箱、傘寿該当者に同窓会紋章入り湯呑、
祝い酒（乾坤）、山形の米（つや姫、雪若丸、はえぬき）、
焼き菓子（ヌッストルテ）、式典プログラム、
百年記念祭事業資料集（98 ページ）、
式典当日の山形新聞など



第 11 号（7）ふ す ま 通 信

　山形大学小白川キャンパス人文社会科学部１号
館 301 講義室において、ふすま同窓会が後援し、
山形大学都市・地域学研究所、山辺町、ＮＰＯ法
人山形の魅力再発見プロジェクトが主催する、「第
11 回安達峰一郎記念世界平和弁論大会」が、令和
３年 11 月７日（日）に開催された。コロナ禍で開
催が危ぶまれたが応募された作品が審査により選
ばれ予選を通過した中学生５名、高校生６名が弁

論大会に臨ん
だ。最優秀賞
には、中学生
の部で山形市
立第三中学校
３年大貫佑輔
さん、高校生

の部で敬愛学園高等学校２年小林麟太郎さんが受
賞した。
　テーマは、大貫さんの祖父が農業を営んでおり、
演題を｢美しい水田・米作りからの学び｣と掲げ、
稲作とＳＤＧｓを結びつけ論じた。小林さんは

｢エコも濁ればエゴになる｣
を題し、電気自動車の普及
がエコにつながるという考
え方に、生産過程での二酸
化炭素の排出など問題点な
どをあげ疑問を投げかけた。
　今回は弁論の内容が良いと思われたが、与えら
れた制限時間をオーバーしたため上位の賞に選ば
れなかった発表者が例年になく多く見られたのが
残念である。
　本弁論大会は、山辺町出身で、国際連盟の「世
界の良心の府」と言われる常設国際司法裁判所長
を務めた安達峰一郎博士（1868 ～ 1934）を顕彰し
創設されました。博士は、正義と公平に基づく見
識が世界各国から厚い信頼と尊敬を得られました。
次世代を担う中学・高校生がその精神を受け継ぎ、
平和の意義を考える目的で開催され、11 回目を
迎えた。ふすま同窓会野村会長より優秀者に「ふ
すま同窓会長賞」として記念の盾と図書カードが
贈られた。　　　　　　　　　　　　　 （Ｈ．Ｏ）

第49回模擬裁判公演「幸せの条件」
ふすま同窓会支援・協賛事業

第11回「安達峰一郎記念世界平和弁論大会」

ふすま同窓会支援・協賛事業

　49回目となる模擬裁判公演も、ふすま同窓会の
多大なるご協賛をいただき、12月４日に山形テル
サホールにて無事に開催することができました。
これもひとえに皆様の温かいご支援の賜物と、厚
く御礼申し上げます。
　山形大学模擬裁判実行委員会は諸先輩方の伝統
を受け継ぎながら、創立から早や50周年という節
目を迎えました。半世紀の歴史の中で取り扱った
法律問題や社会問題は多岐にわたります。学生だ
からこそ恐れず社会問題にメスを入れられる強み
を活かしながら、市民の皆様に裁判を身近に感じ、
理解を深めていただくということを目標に活動し
てきました。
　本年の公演で取り上げたテーマは「同性婚」で
す。同性婚に関する議論は、現在進行形で日々活

発に行われており、裁判例の蓄積もあり
ません。そんな前例のないテーマへ挑戦
したのは、お客様に、現在の性的少数者
が抱える問題を見て、社会がどう変化す
べきかを考えていただくきっかけにして
欲しいと思ったからです。本公演の脚本
は、違憲判決が出た札幌訴訟の弁護団の

方や東京訴訟の原告の方へ実際に取材を行い、法
廷シーンの現実感と性的少数者の日常の描写にも
力を入れました。テーマだけではなく、「結婚」
の本質についてももう一度問い直した公演になっ
たと考えております。
　模擬裁判実行委員会は本公演を持ちまして50代
へ代替わりいたします。今後ともふすま同窓会を
はじめ地域の皆様ならびに諸先輩方に、関心をお
寄せいただけるような活動に励んで参りますので、
温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、50周年という節目を迎え
る来年度の公演にもぜひ足を運んでいたければ幸
いです。
　山形大学模擬裁判実行委員会49代委員長
　　　　　　　　人文社会科学部３年　菅野光平　
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　山形市宮町にある鳥海月山両所宮は、
山形北の総鎮守として多くの人に参拝さ
れてきた神社で、随神門は県の文化財に
も指定されており、屋根等の修復事業が
終えたところである。毎年８月１日に例
大祭が実施されており、昨年も７月 30
日から８月３日の間、コロナ感染症の撲
滅を願い、一昨年に続き、随神門のラ
イトアップが行われた。更に神池のライ
トアップも行われ、日常の生活の安寧を
願った。ライトの光が水面に映えて幻想
的であった。　　　　　　　　  （Ｈ.Ｏ）

　やったぁー！準備委員会立ち上げから足掛け６
年。「ふすま同窓会百年記念祭」が、遂に終わっ
た。百年の歴史の流れと重さを感じながらの充実
した長い準備期間でした。
　特にコロナ禍でのこの２年間は、毎週水曜日の
事務局会議では、過去の記念祭同様、完全実施
（記念講演、式典、祝賀懇親、寮歌歌い継ぎの４
部構成）を見据えながらも、開催の有無をも含め、
その実施内容について議論百出。
　時には考え方、経験、信条などがぶつかりあい
ながらの、迷い、悩みの連続であった。最後は、
記念式典のみの実施を決断。参加者を来賓及び県
内在住の会員のみに限定しての開催となったので
ある。県外在住の会員の皆様には、誠に残念で、
申し訳なく思っています。
　昨年の１年延期の決定後も、参加取り消しの連
絡は皆無で、記念祭への理解と期待の大きさを実
感していただけに・・・・・。

　式典は、平成30年７月の実行委員会設立後、
1,215日を経ての開催でしたが、わずか２時間弱
でお開きとなりました。式典は、厳かな中にも安
堵感も入り混じり、万歳三唱の閉めまであっとい
う間のひと時でした。　それにしても開催できて
よかった・・・。
　記念祭募金の協力をいただいた会員の皆様には、
「ふすま同窓会百年誌・写真誌」及び式典当日の
様子や記念祭諸事業（写真）を収録したディスク
等を送らせていただきます。募金協力に感謝！
　さて残務整理にもう一踏ん張り。
　終わったら、通常の同窓会業務に専念です。予
算、決算、事業計画等々、検討課題は尽きません。

阿部慎一（人文４回）

　百年記念祭の主な行事も全て終わ
り、寄付を下さった方や、式典に参加
出来なかった方々への記念品類送付も

一段落して、スタッフも安堵しているところです。
　コロナ禍も大分収まっては来ておりますが、脅威はデルタ株からオ
ミクロン株に移り、その感染力や重症化等に関心が高まっており、新
年を迎えて世の中の情勢がより良い方向に向かうことを祈っています。

　松田博之（文理13回）

ふ す ま 通 信　第 11 号
発行者 / ふすま同窓会
　　　　山形市東原町 1-9-4
電　話 /023-633-9927
ＦＡＸ /023-633-9927
http://www4.plala.or.jp/fusuma/
E-mail:fusumadosokai@yahoo.co.jp
印刷所 / 坂部印刷株式会社

編　集　後　記

感謝！科学的ふん害排除法 安寧を願って

①令和４年度の「同窓会総会」は、５月 21 日（土）の
開催となります。多くの皆様のご参加をお待ちしてお
ります。

② 10 月の「ふすまの日・ふすまの夕べ」にも、ご参加
をよろしくお願いいたします。

事務局だより －百年記念祭への道のり－

　学内駐車場から同窓会館へ向かう途中に、理学部本館と
放射性同位元素実験棟との間を通る凡そ30ｍほどの細い
通路がある。この小路にいつの頃からか、犬猫の「ふん」
が目立つようになっていた。飼い犬の散歩ルートになった
のか、野良猫の通り道になったのか分からぬが、とにかく
悪臭が満ちていた。
　ところが、ある夏の日の朝、突如その通路脇に見慣れぬ
物体が出現したのである。よく見ると光が点滅する「アニ
マル・バリア」なる機械が１基と黒い忌避剤の粒が数個整
列していた。

　警備員に設置者を訪ねたが分から
ず、想像するに、おそらく理学部関
係者の誰かが、その科学的知識を有

効に使ってくれたのではな
いかと思う。
　お陰様にて、最近は誰と
は分からぬ設置者に感謝し
ながら、この小道を往復し
ている。　　　　 （Ｈ. Ｍ）


